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1Introduction.

Rielnann 対称空間 $G/K$ 上の $G$ の class 1の表現に付随する帯球関
数 $\phi_{\lambda}$ に対する球変換 $\mathcal{H}$

$\mathcal{H}f(g)=\int_{G}f(g)\phi_{\lambda}(g)dg$ $f\in D(G/K)$

は Abel 変換 $A_{\text{、}}$ 及び $A$ 上の Fourier 変換 $F$

$Af(a)=a^{\rho} \int_{N}f(an)dn$ $\forall f\in C_{c}^{\infty}(G//K)$

$\mathcal{F}f(a)=\int_{A}f(a)a^{-i\lambda}da$ $\forall f\in C_{c}^{\infty}(A)^{W}$

によって

(1) $\mathcal{H}=FA$

$C_{c}^{\infty}$. $(G//Ii’)arrow \mathcal{H}P(\mathfrak{h}^{*})^{W}$

$A\downarrow$ $||$

$C_{c}^{\infty}(A)^{W}$
$arrow \mathcal{F}\mathcal{P}(\mathfrak{h}^{*})^{W}$

ど分解される (ただし $G=KAN$ は $G$ の岩沢分解、$C_{C}^{\infty}(G//K),$ $C_{C}^{\infty}(A)^{W}$

はそれぞれ $G,$ $A$ 上の compadt 台を持つ両側 $K$ 不変、 $w$ 不変な $C^{\infty}$

級関数の空間、 $W$ は Weyl 群、 $\mathcal{P}(\mathfrak{h}^{*})^{W}$ は $W$ 不変な $\mathfrak{h}^{*}(=(a\otimes \mathbb{C})^{*})$ 上

の Paley-Wiener 型の増大度を持つ整関数の空間) . これにより Paley-
wiener 型の定理は通常の Fourier 変換のそれに帰着される. またこれ
を基に Rosenberg によって球関数に対する逆公式等が証明された (cf.

[3] [2] $)$ .
Heckman-Opdam の定義した超幾何関数は対称空間の場合の制限 root
系に対して現れる各 root 空間の重複度を連続化したものと考えられ、こ
の超幾何関数に対しても上に対応する球変換、この変換に対する Paley-
Wiener 型の定理、または逆公式等が考えられる. さらに Opdam はこ

の超幾何関数を非対称な (即ち Weyl 群に関して不変でない) 場合に
拡張した関数 (Cherednik 作用素に関する同時固有関数) に対して球
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変換 (すなわち Cherednik 変換) を定義し、 上に述べた重複度がすべ
て正の場合に Paley-Wiener 型の定理、 逆公式、 Plancherel の公式を
得る事に成功した. このような関数に対しては連続化された重複度に対
応する群論的な幾何学的対象が無いために、 もはや群論的な approach
をそのまま適応する事は出来ず、何らかの工夫を要するようになる. し
かし Koornwinder は [4] の中で上に述べた Abel 変換の explicit な表
示を rank 1の時に与え、それにより超幾何関数 (Koornwinder の用
語では Jacobi 関数) に対する (1) のような分解を与え、純群論的な解
釈により Paley-Wiener 型の定理、及び逆公式を与えた.
そこでここでは Koornwinder の方法を非対称な場合に拡張し、 Abel

変換が退化 Hecke 代数においてどのように考えられるか、 Cherednik
変換がどのように分解されるか、 また重複度に関する制限を弱めた時
の Cherednik 変換に対する逆公式について述べていく.

2準備.

2.1退化 Hecke 代数. =応ここで使う記号を与えるが定義等の詳
細は $Opdam[5]$ を参照.
$a$ を $n$ 次元 Euclid 空間、 $\mathfrak{h}$ を $a$ の複素化とする. $R\subset a^{*}$ を $a$ 上の

root system $\text{、}$

$R^{0}$ を inmultiplicable root の全体、 $W$ を $R$ の Weyl
群とする. $R$ の positive system $R+$ を 1つとって固定し、 $\alpha_{+},$ $a_{+}^{*}$ に

よって対応する Weyl $chal11ber_{\text{、}}$ $\Pi(=\{\alpha_{1}, \ldots, \alpha_{n}\})$ によって $R_{+}$ に

対応する $R$ の基底、 $R_{+}^{O}=R+\cap R^{0}$ とする. さらに $R$ の multiplicity
即ち $R$ 上の $W$ 不変な関数の全体が作る線形空間を $\mathcal{K}$ と記す. 特に

$k\in \mathcal{K}$ に対し $R^{0}$ 上の multiplicity $k_{\alpha}^{0}$ を $k_{\alpha}^{0}:=k_{\alpha}+2^{-1}k_{\alpha/2}$ で表す.
また $k\in \mathcal{K}$ に対して $\rho_{k}=2^{-1}\sum_{\alpha\in R_{+}}k_{\alpha}\alpha$ とする.
$Hk$ ( $\cong$ S(り)\otimes cC[W]) によって $R_{+}^{0},$

$k^{0}\in \mathcal{K}$ に対応する退化 affine Hecke
代数を記す. また $\lambda\in \mathfrak{h}^{*}$ に対応する $S(\mathfrak{h})$ の 1次元表現を $\chi_{\lambda\text{、}}\mathbb{C}_{\lambda}=\mathbb{C}$

をその表現空間とし、 $1\in \mathbb{C}$ に対応する $\mathbb{C}_{\lambda}$ の元を $1_{\lambda}$ と記すとき、 $\lambda$

に対応する $H_{k}$ の standard 表現を $I_{\lambda}=H_{k}\otimes_{S\langle\phi)}\mathbb{C}_{\lambda}$ によって与える.
$I_{\lambda}$ は $\mathbb{C}[W]$ 缶偏として $\mathbb{C}[W]$ ( $\mathbb{C}[W]$ の左正則表現) と同型である.
また $I_{\lambda}$ 上に $(w\otimes 1_{\lambda}, w’\otimes 1_{\lambda}):=\delta_{w,w’}(\forall w, w’\in W)$ により内積を与え
ることにする.

$I_{\lambda}$ 上には次のような 2種類の特殊な基底をとることが出来る :
(i) $W$ の Bruhat order に関し帰納的に $I_{\lambda}$ の元を次のように定める :

(2)

$v_{e}=e\otimes 1$

(3)

$v_{r_{a}w}= \frac{w\lambda(\alpha^{\vee})}{w\lambda(\alpha^{\vee})+k_{\alpha}^{0}}r_{\alpha}v_{w}+\frac{k_{\alpha}^{0}}{\lambda(\alpha^{\vee})+k_{\alpha}^{0},2}v_{w}$ if $\alpha$ is simple and $w<r_{\alpha}w$ .
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(ii) $\mathbb{C}[W]$ の表現に応ずる基底をとる. $\tau\in\overline{W}$ に対しては $\phi^{\tau}.\cdot(i=$

$1,$
$\ldots,$

$deg\tau)$ 等とおくことにする. 特に trivial 表現、及び sign 表現に
対し

(4) $\phi:=\frac{1}{\# W}\sum_{w\in W}wv_{e}$ , $\phi_{e}^{-}=\frac{1}{\# W}\sum_{w\in W}(-1)^{l(w\rangle}wv_{e}$ ,

とおく. .
この standard 表現を用いて $\mathfrak{h}^{*}$ 上の vector 束 I を

$I:=\prod_{\lambda\in\sqrt{-1}a_{+}^{*}}I_{\lambda}$

によって与える. この vector 束の section の空間 $\Gamma(\sqrt{-1}a_{+}^{*}, I)$ 上に球

測度 $\nu$ を

$d \nu(\lambda)=\frac{(2\pi)^{-nT}\acute{c}_{w_{0}}(\rho_{k},k)}{\sim,c_{w_{0}}(\lambda,k)_{C_{w_{0}}}^{\sim}(w_{0}\lambda,k)}d\omega(\lambda)$

で与える. ただし

$\sim c(\lambda, k)=\prod_{\alpha\in R}\frac{\Gamma(\lambda(\alpha^{\vee})-k_{\alpha}-\frac{1}{2}k_{\alpha/2})}{\Gamma(\lambda(\alpha^{v})-k_{\alpha})}+$

とし、 $w_{0}$ を $W$ の最長元、 $\omega$ を $\sqrt{-1}a_{+}$ 上の体積要素 $\sqrt{-1}d\lambda$ に対応す

る Borel 測度の完備化とする. また $L_{p}$ section の全体を $L_{p}$ ( $\sqrt{-1}\alpha_{+}^{*}$ , I)
と記す事にする.

22 $H_{k}$ の $C^{\infty}(a)$ 上の表現. $C^{\infty}(a)$ 上には Cherednik 作用素と $W$

の作用により $H_{k}$ の表現が構成される. 即ち、 次の定理が成り立つ :

Theorem 1(Cherednik). $k\in \mathcal{K},$ $\xi\in \mathfrak{h}$ に対し

$D_{\zeta}(R_{+}, k):= \partial_{\xi}+\sum_{+\alpha\in R}k_{\alpha}\alpha(\xi)\frac{1}{1-e^{-\alpha}}(1-r_{\alpha})-p_{k}(\xi)$

とおくとき

(5) $W\in warrow*w\ni End(C^{\infty}(a))$

(6) $\mathfrak{h}\in\xirightarrow D_{\xi}(R_{+}, k)\ni End(C^{\infty}(a))$

は $H_{k}$ の表現を与える.

この $D_{\xi}(R_{+}, k)$ を Cherednik 作用素と呼ぶ. さらに

Theorem 2(Opdam [5] Theorem 3.15.). (i) 次の条件を満たす $\mathfrak{h}^{*}\cross$

$\mathcal{K}_{+}\cross(a+\sqrt{-1}U_{\pi})$ 上の正則関数が 1意に存在する:
(a) $G(\lambda, k)(0)=1$

(b) $D_{\zeta}(R_{+}, k)G(\lambda, k)=\lambda(\xi)G(\lambda, k)\forall\xi\in \mathfrak{h}$ .
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(ii) $G(\lambda, k)$ は次の形で与えられる :

$G(\lambda, k)=\# WD(\lambda, k)F(\lambda, k)$

ここで $D(\lambda, k)$ はある微分作用素であり、 $F(\lambda, k)$ は Heckman-
Opdam の超幾何関数.

$G(\lambda, k)$ は原点において 1 となるように正規化しておいたが、都合
により原点の値を $\sim c(p_{k}, k)$ により正規化し、 これを $\tilde{G}(\lambda, k)$ と記して

おく.
23 $PW$ 上の表現. 一方、 $C_{c}^{\infty}(a)$ の双対に当たる Payley-Wiener 型
を持つ関数空間 (即ち $\mathfrak{h}^{*}$ 上の整関数で指数型の増大度をもつ関数の空
間) 上には次のように $H_{k}$ の作用を定める. 先ず Hk\cong S(り)\otimes C[W] であ
る事に注意して、 $0\in \mathfrak{h}^{*}$ に対応する S(り) の極大 ideal $\mathfrak{m}=(\alpha_{1}, \ldots, \alpha_{n})$

をとり、 $S(\mathfrak{h})$ の $\mathfrak{m}$ 進完備化 $\overline{S(\mathfrak{h}}$) を考える. $H_{k}$ の $m$ 進完備化を

$\overline{H_{k}}:=\overline{S(\mathfrak{h}})\otimes_{S(\phi)^{W}}H_{k}$

によって定め、 さらに $\overline{H_{k}}\otimes c[w]$ (triv) という $\mathbb{C}[W]$ の trivial 表現
からの $\overline{H_{k}}$ の誘導表現を考える. Paley-Wiener 型を持つ関数空間は
$\overline{S(\mathfrak{h}})$ に自然に埋め込まれるので、上の操作を経由して $\overline{H_{k}}\otimes c[w]$ (triv)
の部分 $H_{k}$ 加群に埋め込まれる. これを PW と記すことにし、特に

PW によって $k=0$ に対応する空間を表す事にする. この PW から

$\Gamma(\sqrt{-1}a_{+}^{*}, I)$ への写像を

$\pi(f\otimes e)(\lambda)=\sum_{w\in W}f(w\lambda)\prod_{\alpha\in l\theta_{+}}(1-\frac{k_{\alpha}^{0}}{w\lambda(\alpha^{\vee})})v_{w}$ , $\lambda\in\sqrt{-1}a_{+}^{*}$

によって定義する. 2.1で構成した $\Gamma(\sqrt{-1}a_{+}^{*}, I)$ 上には自然な $H_{k}$ の

表現があり、 $\pi$ は $H_{k}\}_{}^{}$関する injective な intertwiner になっている.

2.4 Cherednik 変換の定義 $I_{\lambda}$ の定義により $J_{\lambda}$ : $I_{\lambda}\ni v_{e}rightarrow$

$G(\lambda, k)\in C^{\infty}(a)$ という $H_{k}$ 準同型を得る. 特に $\phi$ に対して $F(\lambda, k)$

が対応している. この $G(\lambda, k)$ を用いて Cherednik 変換を次のように
定義する :

$f\in C_{c}^{\infty}(\alpha)$ に対して、 $\mathcal{F}.f(\lambda)\in I_{\lambda}$ を

$( \mathcal{F}f(\lambda),v):=\int_{a}f(x)\overline{J_{\lambda}(v)(x)}d\mu(x)$

により定める. ただし $d\mu$ は $dx$ を $\alpha$ 上の Lebesgue 測度とし、

$\delta_{k}(x):=\prod_{\alpha\in R}|\sinh\frac{\alpha}{2}(x)|^{k_{\alpha}}$ , $d\mu(x):=\delta_{k}(x)dx$ .

$-114-$



また特に $k=0$ に対応する Cherednik 変換を $\mathcal{F}$ と記す事にする. こ

れは通常の Fourier 変換に他ならない. また $f\in C_{c}^{\infty}(\alpha)$ に対しては

特に $\mathcal{F}f(\lambda)=\sum_{w\in W}\mathcal{F}_{w}f(\lambda)v_{w}=\sum_{\tau\in\overline{W}}\sum_{i}F_{i}^{\tau}f(\lambda)\phi_{i}^{\tau}$ とし 1、 特に
$\tau=t_{7}\cdot iv$ , sign のときは $F_{\phi}=\mathcal{F}^{tfiv},$ $\mathcal{F}_{\phi_{\overline{\epsilon}}}=\mathcal{F}^{sign}$ と記す. $\mathcal{F}$ について

も同様.
一方 $F$ の逆変換に当たるものとして、 $\sigma\in L_{1}(\sqrt{-1}a_{+}^{*}, I)\}_{}^{}$対して

$J\sigma$ が

(7) $J \sigma(x)=\int_{\sqrt{-1}\mathfrak{a}}\dotplus J_{\lambda}(\sigma(\lambda))(x)d\nu(\lambda)$

として定義される.

3Abel 変換について.

3.1 $C_{c}^{\infty}(\alpha)$ 上の Abel 変換. 以下 $R=\{\pm\alpha/2, \pm\alpha\}$ は $BC_{1}$ 型

の root 系とする. $\sigma>0$ に対し $a+\cross\alpha+$ 上の関数 $c^{\sigma}$ を $c_{\sigma}(s, t)$ $:=$

$\cosh(\sigma(\alpha/2)(s))-\cosh(\sigma(\alpha/2)(t))$ とし、 さらに $\mu\in \mathbb{C}$ s.t $\Re\mu>0$ に

対し次のような積分変換を考える :

(8) $W_{\mu}^{\sigma}.f(t):=\frac{2^{\mu}}{\Gamma(\mu)}\int_{t}^{\infty}f(s)c_{\sigma}(s, t)^{\mu-1}\sinh\sigma\frac{\alpha}{2}(s)ds$ ,

(9) $\mathfrak{R}_{\mu}^{\sigma}g(s):=\frac{2^{\mu}}{\Gamma(\mu)}\sinh\sigma\frac{\alpha}{2}(s)\int_{0}^{s}g(t)c_{\sigma}(s, t)^{\mu-1}dt$ ,

ただし $t,$ $s\in\overline{\alpha_{+}},\forall f\in C_{c}^{\infty}(\alpha),\forall g\in L_{1}(\overline{a_{+}})$ . 上の変換は $a$ 上の偶関数

に対して拡張でき、 $\mu$ の関数として $\mathbb{C}$ 上の整関数に解析接続をもつ.
またそれぞれは bijective であり、 次のような関係にある :

(10) $\int_{\mathfrak{a}_{+}}W_{\mu}^{\sigma}f(t)g(t)dt=\int_{a}+f(t)\mathfrak{R}_{\mu}^{\sigma}g(t)dt$ .

さらに $\delta^{(\sigma)}:=\sigma\sinh(\sigma(\alpha/2))$ とおくことにし、 $\Re k_{\alpha},$ $\Re k_{\alpha/2}>0$ (resp.
$\Re k_{\alpha}>-1$ and $\Re k_{\alpha/2}^{\wedge}>1$ ) のとき、 $f\in C_{c}^{\infty}(a)^{\pm}(C_{c}^{\infty}(\alpha)$ の偶 (resp.
奇) 関数全体) に対して、 $A_{\phi}f$ : $aarrow \mathbb{C}$ (resp. $A_{\phi_{\overline{e}}}f$ : $\alphaarrow \mathbb{C}$) を次

で与える :
(11) $A_{\phi}f:=W_{k_{\alpha/2}}^{1/2}oW_{k_{\alpha}}^{1}f$

(12) (resp. $A_{\phi_{\epsilon}^{-}}f:=\delta^{(1/2)}oW_{k_{\alpha/2-1}}^{1/2}oW_{k_{\alpha}+1^{O}}^{1}(\delta^{(1)})^{-1}f$ ).

$f\in C_{c}^{\infty}(\alpha)$ に対し、 $f=f^{+}+f^{-}$ を偶、 奇関数への分解とするとき、

$Af:aarrow \mathbb{C}$ を

$Af:=A_{\phi}f^{+}+A_{\phi_{\overline{\epsilon}}}f^{-}$

1特にろを Cherednik は [1] では “Opdam transform” と呼んでおり、 -方

Opdam は上の変換を “Cherednik transform” と呼んでいる.
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で定義する. 定義より明らかに $A$ : $C_{c}^{\infty}(a)\ni f\vdash*Af\in C_{c}^{\infty}(a)$ は

bijective である.

32PW 上の対応物. 上の Abel 変換に対応して PW 上にもある変

換が導かれる. これは次のように表される :

$f\otimes e\in$ PW に対して $f\otimes e=f^{+}\otimes e+f^{-}\otimes e$ を $f\otimes e$ の PW
における偶、奇関数への分解とする. このとき次のような $\mathbb{C}$ 線形写像
$A^{pw}$ : $PWarrow PW0$ が定義できる :

(13) $A^{pw}(f \otimes e):=f^{+}\otimes e+\frac{\alpha^{\vee}}{\alpha^{\vee}+k_{\alpha}^{0}}f^{-}\otimes e$ .

また

(14) $(A^{pw})’(.f \otimes e)=f^{+}\otimes e+\frac{\alpha^{\vee}+k_{\alpha}^{0}}{\alpha^{\vee}}f^{-}\otimes e$ .

とするとこれが $A^{\rho w}$ の逆を与える事が容易に確かめられ、 さらに任意
の $f\otimes e\in PW,$ $\xi\in \mathfrak{h}$ に対して次が成立する事が容易に確かめられる :

(15)
$A^{pw}(\xi\cdot f\otimes e)=\xi A^{pw}(f\otimes e)$ , $A^{pw}(r_{\alpha}\cdot f\otimes e)=r_{\alpha}A^{\rho w}(f\otimes e)$.

それぞれの左辺における $\xi,$
$r_{\alpha}$ の作用は $PW_{0}$ における作用であるこ

とに注意する.

4 Paley-Wiener 型の定理.

ここで $BC_{1}$ 型の Cherednik 変換を上で定義した変換を用いて表す
事を考える. 今の場合 Heckman-Opdam の超幾何関数は Gauss の超幾
何関数によって表され、 これによって Gauss の超幾何関数に対する公
式を応用する事が出来、特に次を得ることができる :

Proposition 3. (i) $\Re k_{\alpha},\Re k_{\alpha/2}>0$ のとき、

$\delta_{k}(t)\overline{G^{+}}(\lambda,k)=\mathfrak{R}_{k}^{1}$

。

$0:R_{k_{a/2}}^{1/2}(\cosh\lambda)$ .

(ii) $\Re k_{\alpha}-1,\Re k_{\alpha/2}+1>0$ のとき、

$\delta_{k}(t)\overline{G^{-}}(\lambda, k)=\frac{\lambda(\alpha^{\vee})+k_{\alpha}^{0}}{\lambda(\alpha^{\vee})}(\delta^{\langle 1)})^{-1}0\mathfrak{R}_{k_{\alpha}+1}^{1}0\mathfrak{R}_{k_{a/2}-1}^{1/2}0\delta^{(1/2)}(\sinh\lambda)$.

ここで $\overline{G^{\pm}}$ は $\tilde{G}$ の偶、 奇関数部分を表す.
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正規化を変更した $\tilde{G}$ に対応する Cherednik 変換を $\tilde{F}$ と記すとき、
$\tilde{\mathcal{F}}$ について上の命題を適応すると (10) から

$\tilde{\mathcal{F}}_{\phi}f^{+}(\lambda)=2\int_{a_{+}}f^{+}\overline{G^{+}}(-\lambda, k)\delta_{k}dx$

$=2 \int_{\alpha_{+}}f^{+}\mathfrak{R}_{k}^{1}$

。

$0\mathfrak{R}_{k_{\alpha/2}}^{1/2}(\cosh(-\lambda))dx$

$=2 \int_{a_{+}}W_{k_{\alpha/2}}^{1/2}oW_{k_{\alpha}}^{1}(f^{+})\cosh(-\lambda)dx$

$=2 \int_{a_{+}}A_{\phi}(f^{+})\cosh(-\lambda)dx$

同様に

$\tilde{\mathcal{F}}_{\phi_{\overline{\epsilon}}}f^{-}(\lambda)=2\frac{\lambda(\alpha^{\vee})-k_{\alpha}^{0}}{\lambda(\alpha^{\vee})}\int_{a_{+}}A_{\phi_{\overline{e}}}(f^{-})\sinh(-\lambda)dx$ .

を得る. これらを併せて次の等式を得る :

$\pi^{-1}0\tilde{\mathcal{F}}.f(\lambda)=(A^{pw})^{-1}\circ\pi^{-1}\circ \mathcal{F}\circ A(f)(\lambda)$

この等式は $k$ に関して解析接続する事により任意の $k$ について成り立
つ事になる. また下の図式が (1) $\}_{}^{}$対応する分解となる :

$C_{c}^{\infty}(a)_{k}arrow\pi^{-1}0\overline{\mathcal{F}}PW_{k}$

$A\downarrow$ $A^{pw\downarrow}$

$C_{c}^{\infty}(a)_{0}arrow\pi^{-1}oirPW_{0}$ .

したがって $A,A^{pw},$ $\mathcal{F}$ がそれぞれ bijective である事、及び (15) より
次の事が得られる :

Theorelll 4. (i) (Palay-Wiener) 任意の $k\in \mathcal{K}$ に対して, $\tilde{\mathcal{F}}$ は $C_{c}^{\infty}(a)$

から $\pi(PW)$ への上への同型.
(ii) $A(D_{\zeta}(R_{+}, k).f)=\partial_{\xi}A(f)_{J}A(’\alpha f)=r_{\alpha}A(f)(\forall\xi\in \mathfrak{h}_{J}\alpha\in R,$

$\forall f\in C_{c}^{\infty}(a))$ . $i$

5逆公式.

上で定義した wave packet $J$ を $k\in \mathcal{K}$ が負になる事を想定して、特
に $\pi(PW)$ 上に於いて次のように定義を変更しておく :

$-117-$



先ず今の場合 $\sim c$ が

$\overline{c}(\lambda, k):=\frac{\Gamma(\lambda(\alpha^{\vee})+\frac{1}{2}k_{\alpha/2})}{\Gamma(\lambda(\alpha^{\vee})+\frac{1}{2}k_{\alpha/2}+k_{\alpha})}\frac{\Gamma(2\lambda(\alpha^{\vee}))}{\Gamma(2\lambda(\alpha^{\vee})+k_{\alpha/2})}$,

で与えられる事に注意して、 $k\in \mathcal{K}$ に対して

$-a_{+k}^{*}= \{<\eta\in-\alpha_{+}^{*}:\eta(\alpha^{\vee})<k_{\alpha}^{0}--, \eta(\alpha^{\vee})<\frac{1}{2}k_{\alpha/2}+\frac{1}{2}\}$

とする. さらに $\eta\in$ -可$<k$
及び $f\otimes e\in PW$ に対して

$\tilde{J}\pi(f\otimes e)(x)$

$= \frac{1}{2\pi\sqrt{-1}}\int_{\eta+\sqrt{-1}a}$. $\cdot f^{+}(\lambda)\Psi^{+}(\lambda, k)(x)\frac{d\omega(\lambda)}{\sim,c(-\lambda,k)}$

$+ \frac{-1}{2\pi\sqrt{-1}}\int_{\eta+\sqrt{-1}a}$. $f^{-}( \lambda)\Psi^{-}(\lambda, k)(x)\frac{d\omega(\lambda)}{\sim,c(-\lambda,k)}$

とおく. ここで $\Psi^{\pm}$ は $F(\lambda, k)$ の $a_{+}$ における Harish-Chandra 展開

$F( \lambda, k)=\sum_{w\in W}\frac{\sim c(w\lambda,k)}{\sim,c(\rho_{k},k)}\Phi(w\lambda, k)$

における Harish-Chandra 級数 $\Phi(\lambda, k)$ の $G(\lambda, k)$ に対する類似の級数
$\Psi$ の偶、 奇関数部分を表す. このとき次がこのとき次が成立する :
Theorem 5. 任意の $k\in \mathcal{K}$ に対して $PW$ 上に於いて $(\pi \mathcal{F})^{-1}=J\pi$ .
これは Proposition 3の $\Psi^{\pm}$ に対する類似を求め、これを用いて (10)

を使って容易に証明される.
さらに $\etaarrow 0$ と積分路を変更する事により留病項を拾って行くと次

が得られる事になる :

Theorem 6. $k\in \mathcal{K}$ に対して

$k\not\in\{k\in \mathcal{K}$ : $k_{\alpha/2}+1<0$

となるとする. さらに

and $k_{\alpha} \in\frac{1}{2}+\mathbb{Z}_{-k_{\alpha/2/2-1/2}}$ }

$D(k):=$ { $z\in-\alpha_{+}^{*}-$ : $z(\alpha^{v})\in k_{\alpha}^{0}+N$ or $z( \alpha^{\vee})\in\frac{1}{2}k_{\alpha/2}+\frac{1}{2}+N$ }.
とおくとき、任意の $.f\in C_{c}^{\infty}(a)$ に対して次が成立 :

$f=J_{c} \mathcal{F}f-2\pi\sqrt{-1}\sum_{z\in D(k)}J_{z}\mathcal{F}f$
.

ただし尻,あは次で与えられる :

$J_{c} \sigma(t)=\int_{\sqrt{-1}a}\dotplus J_{\lambda}(\sigma(\lambda))(t)d\nu_{k}(\lambda)$ ,
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$J_{z} \sigma(t)=\int_{z+\sqrt{-1}a}.J_{\lambda}(\sigma(\lambda))(t)res_{\lambda=z}\sigma_{k}(\lambda)\delta(\lambda-z)d\omega(\lambda)$ .

ここに出て来る $k$ に関する条件は球測度が 2位の極を持つと言う条
件であり、 $R$ が $A_{1}$ 型の場合は $k$ に対して無条件で逆公式が成立して
いることになる.
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